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東洋医学研究所の発展をめざして

附属東洋医学研究所・所長
樋口　敏宏

雨貝孝先生のご退官をうけまして、平成 25 年 4 月に私は東洋医学研究所所長を拝命いたしまし
た。雨貝先生が精力を傾注されました共同研究室の再編成と研究成果の公表を継承して、ここに
昨年度につづきまして各研究室の研究成果を年報として編纂し発刊する運びとなりました。研究
成果を公表することによって、今後のさらなる研究の発展、他大学や企業、自治体との研究協力
や共同研究の進化を期待したいと思います。これまで本学の研究態勢の充実とともに、東洋医学
研究所も拡充されてきました。今後も既存の構造やシステムにこだわることなく、常に研究組織
や研究体制の改革を進めてゆく必要があると考えております。大学の改革は大学の内外から求め
られる喫緊の課題となっています。そのなかで、建学の精神を活かした教育の質の向上、地域に
対する貢献、産業界や他大学との広い連携が求められており、また外部資金の導入も不可欠な情
勢となっています。東洋医学研究所は研究活動を通じて これらの課題に取り組む重要な組織であ
り、今後も不断に発展の努力を続ける必要があると思います。そのためには学内外の皆様のご協力、
ご指導、ご鞭撻が不可欠であると考えております。何卒よろしくお願い申し上げます。
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 7） 渡邉康晴 , 木村啓作 , 梅田雅宏 , 河合裕子 , 樋口
敏宏 , 田中忠蔵 . DWIを用いた筋組織の圧変形と
その回復過程の画像化 . 第 40回日本磁気共鳴医
学会大会 . P-2-147, 2012年 9月 .

 8） 尾藤良孝 , 河合裕子 , 平田宏司 , 恵飛須俊彦 , 大
竹陽介 , 平田智嗣 , 白猪亨 , 五月女悦久 , 越智久
晃 , 梅田雅宏 , 樋口敏宏 , 田中忠蔵 . 健常ラット脳
のDiffusion Tensor Spectroscopic Imaging (DTSI). 
第 40回日本磁気共鳴医学会大会 . P-3-232, 2012
年 9月 .

 9） シンポジウム
 Yamada J: Thiol Redox Status for Regulating Ocu-

lar Infl ammation. The 27th Asia Pacifi c Academy 
of Ophthalmology Congress, Busan. Korea. 
2012.4.16

10） Yamada J, Hayashi T, Hamuro J, Yamagami S, 
Kinoshita S: The role of allo-antigen presentation 
in mice penetrating keratoplasty controlled by 
MHC matching. 84th Annual meeting of the ARVO 
(Association for Research in Vision and    Ophthal-
mology). Fort Lauderdale. Florida. U.S.A. 2012.5.7

11） 山田潤 , 林孝彦 , 羽室淳爾 , 山上聡 , 木下茂 : マウ
スキメラ移植での拒絶誘導をもとにした、DSAEK
での拒絶誘導機序の類推 . 第 36回日本角膜学会
総会・第 28回日本角膜移植学会 , 東京 , 2012年
2月 25日

12）  山田潤 , 林孝彦 , 羽室淳爾 , 山上聡 , 木下茂 :MHC
適合 /非適合における、アロ免疫原性に関する担
当部位の違い . 第 116回日本眼科学会総会 , 東京 ,
2012年 4月 6日

13） 衣川龍 , 前田史篤 , 田淵昭雄 , 岡田美保子 , 加藤
弘明 , 山田潤 , 近藤芳朗 . 個人内変動を定量化し
た瞳孔視野指標による緑内障性視野異常の検出 .
第 16回医療情報学春期学術大会 , 函館 , 2012年
6月1日

14） 山田潤 , 横井則彦 , 羽室淳爾 , 木下茂．シェーグ
レン症候群における結膜上皮細胞内のグルタチオ
ン量低下．第 21回日本シェーグレン症候群学会学
術集会 , 京都 , 2012年 9月 7日

15） 前川典代 , 鈴木雅雄 , 加用拓己 , 山内清敬 , 竹田
太郎 , 福田文彦 , 石崎直人 , 山村義治：食欲不振
に伴い強い不安を訴えていた患者への鍼治療の経
験 . 第 61回全日本鍼灸学会学術大会 , 全日本鍼
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灸学会雑誌 , 62（3）：174, 2012.
16） 加用拓己 , 鈴木雅雄 , 山内清敬 , 前川典代 , 竹田

太郎 , 福田文彦 , 石崎直人 , 北小路博司 , 山村義
治：心不全増悪により全身の浮腫を認めた患者に
対する鍼治療の1症例 . 第 61回全日本鍼灸学会
学術大会 , 全日本鍼灸学会雑誌 , 62（3）：205,
2012.

17） 古田大河 , 鈴木雅雄 , 北林亜由美 , 竹田太郎 , 福
田文彦 , 石崎直人 , 苗村健治：特発性肺線維症の
呼吸器ターミナル患者に対する鍼治療の一症例 .
第 61回全日本鍼灸学会学術大会 , 全日本鍼灸学
会雑誌 , 62（3）：207, 2012.

18） 坂口俊二 , 久下浩史 , 宮嵜潤二 , 竹田太郎 , 小島
賢久 , 佐々木和郎 , 森　英俊：女性の冷え症に関
連する因子の検討 . 第 61回全日本鍼灸学会学術
大会 , 全日本鍼灸学会雑誌 , 62（3）：222, 2012.

19） 辻　涼太 , 小島賢久 , 坂口俊二 , 竹田太郎 , 宮嵜
潤二 , 久下浩史 , 佐々木和郎 , 森　英俊：女性の
冷え症に関連する因子の検討 -秋季と冬季の比較
-. 第 61回全日本鍼灸学会学術大会 , 全日本鍼灸
学会雑誌 , 62（3）：222, 2012.

20） 竹田太郎 , 片山憲史 , 矢野　忠 , 新賀一郎 , 藤田
恵美 , 荒木隆宏：経穴刺激を応用した冷え症改善
靴下の開発 . 第 61回全日本鍼灸学会学術大会 ,
全日本鍼灸学会雑誌 , 62（3）：223, 2012.

21） 北林亜由美 , 鈴木雅雄 , 竹田太郎 , 福田文彦 , 石
崎直人 , 苗村健治：肺癌再発患者の化学療法に
伴う嘔気に対する鍼治療の１症例 . 第 61回全日本
鍼灸学会学術大会 , 全日本鍼灸学会雑誌 , 62（3）：
232, 2012.

22） 竹田太郎 , 片山憲史 , 矢野　忠 , 新賀一郎 , 藤田
恵美 , 宗川知加 , 荒木隆宏：ツボ刺激を応用した
冷え性改善靴下の開発（第 2報）. 日本繊維製品
消費科学会 2012年 年次大会，研究発表要旨集：
68，2012.

23） 堀部豪 , 鈴木雅雄 , 古田大河 , 大坂侑子 , 竹田太
郎 , 福田文彦 , 石崎直人 , 苗村健治：術後感染症
により心不全増悪を来たし下腿の浮腫を認めた患
者に対する鍼治療 . 第 30回全日本鍼灸学会近畿
支部学術集会，抄録集：19，2012.

24） 大坂侑子 , 石崎直人 , 佐原俊作 , 鈴木雅雄 , 竹田
太郎 , 福田文彦：難治性の帯状疱疹後神経痛に
対する鍼灸治療の一例 . 第 30回全日本鍼灸学会
近畿支部学術集会，抄録集：39，2012.

25） 福田文彦 , 久保春子 , 竹内真理 , 鈴木雅雄 , 竹田
太郎 , 石崎直人 , 北小路博司：がんサバイバーの
肥満に対する鍼治療の 1 症例 . 第 30回全日本鍼
灸学会近畿支部学術集会，抄録集：43，2012.

26） 古田大河 , 鈴木雅雄 , 竹田太郎 , 福田文彦 , 石崎
直人：担がん患者の家族に対するサポートを目的
とした鍼治療の一症例 . 第 30回全日本鍼灸学会
近畿支部学術集会，抄録集：45，2012.

27） 糸井マナミ、雨貝孝：胸腺髄質上皮細胞への系列
分化は胸腺細胞非依存的に起こる．第 22回京都
Ｔ細胞カンファレンス，22:18，2012.

28） Itoi M, Chiba S, Amagai T.：Generation of RANK 
positive thymic medullary epithelial progenitors oc-
curs without interaction with developing thymo-
cytes. ThymUS International Conference 2012(Mi-
ami, USA) , 63, 2012.

29） Itoi M, Chiba S, Amagai T.：Generation of thymic
medullary epithelial progenitors occurs without in-
teraction with developing thymocytes.  第 41回日
本免疫学会学術集会，41:57，2012.

30） 林　知也，煙山奨也，中山登稔：持久性運動トレー
ニング後の運動誘発性酸化ストレスと 好気性エネ
ルギー代謝状態における男女差．第 89回日本生
理学会大会，日本生理学雑誌 74(5):248-249，
2012．

31） 林　知也，煙山奨也：直前の局所筋収縮が運動
時の呼吸代謝に与える影響．第 14回日本スポーツ
整復療法学会大会，スポーツ整復療法学研究 
14(1, 2)：56，2012．

32） 中山登稔 , 林 知也 , 津村惠彦 , 栗栖信之：痛み関
連電位を用いた経皮的低周波刺激の疼痛緩和効
果の検討．第 42回日本臨床神経生理学会学術大
会，臨床神経生理学 40(5): 475，2012．

33） 中山登稔 ,林　知也 , 津村惠彦 , 栗栖信之：痛み
関連電位を用いた経皮的低周波刺激の疼痛和効
果の検討 , 臨床神経生理学 , 40(5), 475, 2012.

34） Hwang JeongWon, Shoji Shinohara: The Effect of 
Caffeine on Acupuncture Analgesic, 16th Interna-
tional Congress of Oriental Medicine, 256,2012.

35） TADASHI Watsuji, NOZOMI Yokonishi, SHOJI 
Shinohara, MUNENORI Saitoh, MASAAKI Seki : 
Hemodynamics changes with acupuncture WFAS 
International Congress and Workshop on Acupunc-
ture,79,2012.

36） 篠原昭二 ,関　真亮 ,髙橋信博 ,西田秀明 ,水沼
国男 ,斉藤宗則 ,渡邉勝之 ,和辻　直 :上腕二頭
筋 の遅発性筋痛に対する中周波 SSP通電による
鎮痛効果 ,第 61回全日本鍼灸学会学術大会抄録
集 , 218,2012.

37） 和辻　直 , 横西　望 , 斉藤宗則 , 篠原昭二：血瘀
証の症例に対する鍼治療の効果 ,日本東洋医学学
会雑誌，63(別冊 )，322, 2012.
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38） 和辻　直 , 髙士将典 , 篠原昭二：五臓と感情（怒り・
抑うつ）との関連性 ,日本統合医療学会 学 会
誌 ,5(3),146,2012.

39） 鈴木孝子 , 和辻　直 , 篠原昭二 , 矢野　忠：円皮
鍼が体調に及ぼす効果 ,第 61回全日本鍼灸学会
学術大会抄録集 ,129,2012.

40） 黄晶媛 , 和辻　直 , 渡邉勝之 , 水沼国男 , 斉藤宗
則 , 関　真亮 , 篠原昭二：カフェインの摂取が鍼
治療の効果に及ぼす影響について , 第 61回全日
本鍼灸学会学術大会抄録集 ,197,2012.

41） 関　真亮 ,篠原昭二 ,和辻　直 :中周波 SSP通
電が深部痛覚に及ぼす影響 ,第 61回全日本鍼灸
学会学術大会抄録集 ,219,2012.

42） 髙士将典 ,和辻　直：五臓と感情精神との臨床的
意義について ,日本東洋医学会第 69回関東甲信
越支部学術総会プログラム・抄録集 ,43,2012.

43） 井手　亮，早水丈治，渡邉勝之：強力反応点（灸
点、禁灸点）のもつ電気特性の検討，人体科学
会第 22回大会，人体科学会第 22回大会プログラ
ム・抄録集，36‐37，2011

44） 早水丈治、井手　亮、渡邉勝之 :痛みとシビレに
対する評価法の検討 .人体科学会第 22回大会 ,
人体科学会第 22回大会プログラム・抄録
集 ,34,2012.

45） 髙橋信博 , 和辻　直 ,渡邉勝之 ,水沼国男 ,斉藤
宗則 ,関　真亮 ,篠原昭二 :上腕二頭筋のDOMS
モデルに対する魚際穴の鎮痛効果 ,第 61回全日本
鍼灸学会学術大会抄録集 , 218,2012.

46） 赤澤淳 , 奥野竜平：肘屈曲動作時におけるマルチ
チャネル表面筋電図の類似度に着目した運動単位
活動電位同定法の提案 ,　第 33回バイオメカニズ
ム学術講演会予稿集 , 119-120, 2012.

47） 赤澤淳，谷口和彦，岡本武昌：肘屈曲動作時に
おける表面筋電図を用いた運動単位活動の計測法
の提案 ,　第 21回日本柔道整復接骨医 学会学術
大会抄録集 , 2-P2-23, 2012.

48） 赤澤淳，谷口和彦，岡本武昌：肘屈曲動作時に
おけるマルチチャネル表面筋電図を用いた運 動単
位活動計測法の提案 ,　第 14回日本スポーツ整復
療法学会抄録集 , 40, 2012.

49） 赤澤淳 , 奥野竜平：肘屈曲動作時におけるマ ルチ
チャネル表面筋電図を用いた運動単位活動の計測
法の提案 ,　第 67回日本体力医学会大会抄録集 ,
198, 2012.

50） 赤澤淳 , 奥野竜平：3次元位置と足圧分布に 着目
した足関節内反予防用テーピングの効果に関する
検討 , 第 13回日本電気生理運動学会大会（第 1
回 SICE電気生理運動学研究会）, 18-19, 2012.

51） Kenji Kawakita, Maria Carneiro,Kaoru Okada, 
Chie Ogasawara, Eiji Sumiya,Yukihito Sugawara, 
Shigekatsu Aizawa, Shuji Goto: Physical Activities 
of Sham Devices Used in Clinical Trials of Acu-
puncture. 16th International Conference of Medi-
cine, 2012．

52） Kawakita Kenji, Okada Kaoru, Carneiro Maria, 
Sugawara Yukihito, Aizawa Shigekatsu, Goto Shu-
ji: Press tack needle and its sham are useful for du-
ble blinded clinical trials of acupuncture. 14th World 
Congress on Pain, International Association for the 
Study of Pain, 2012

53） 川喜田健司，岡田　薫，菅原之人，會澤重勝：
鍼の臨床試験における各種シャム鍼刺激の生理活
性の微小神経電図法による解析．Pain Res. 272），
91，2012.

54） 福田 文彦，伊藤 和憲，北小路 博司：【東京宣言 
特集】心と身体をみつめる日本鍼灸の叡智日本鍼
灸の研究の発展」．全日本鍼灸学会雑誌　 62(2)
：103-107，2012．

55） 谷口 博志，今井 賢治，吉元 授，小笠原 千絵，
早野 大孝，中野 祐也，新原 寿志，北小路 博司，
角谷 英治：間接灸刺激によるラット胃排出能の促
進に対する内因性オピオイドの関与，日本自律神
経学会総会プログラム・抄録集 65回：119，2012.

56） 早野 大孝，谷口 博志，今井 賢治，吉元 授，小
笠原 千絵，新原 寿志，北小路 博司，角谷 英治，
日本自律神経学会総会プログラム・抄録集 65回：
119，2012.

57） 早野 大孝，谷口 博志，吉元 授，今井 賢治，小
笠原 千絵，日野 こころ，新原 寿志，北小路 博司，
角谷 英治：4日間の繰り返し鍼通電刺激による薬
剤効果への影響，全日本鍼灸学会学術大会抄録
集 61回 ：249，2012.

58） Hiroshi Taniguchi，Kenji Imai，Sazu Yoshimoto，
Chie Ogasawara，Kokoro Hino，Hisashi Shinba-
ra，Eiji Sumiya：Effects of Moxibustion on Re-
straint Stress-Induced Delayed Gastric Emptying in 
Rats，Gastroenterology 142：300，2012

【講演】
 1） 竹田太郎：冷え症の基礎知識と鍼灸治療、冷え症
と夏バテ予防のツボ療法 . 2012年 8月 5日，石川
県針灸師会主催県民公開講座（石川県金沢市　
ANAクラウンプラザホテル）

 2） 竹田太郎：冷え性の基礎知識と鍼灸治療 . 2012年
10月 21日，明治東洋医学院専門学校同窓会明友
会東近畿ブロック研修会（大阪府吹田市　明治東
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洋医学院専門学校）
3） 竹田太郎：誰でも簡単・ツボ療法で冷え性対策 .

2012年10月23日，京都府年金受給者福祉講座（京
都府京都市　龍谷大学アバンティ響都ホール）

4） 中山登稔 , The infl uence of transcutaneous electri-
cal nerve stimulation on human brain  activity and 
muscle function, Jinling Summit Forum Rehabilita-
tion Medicine, Nanjing, China, 2012.5)

【その他】
1） 共著　中山登稔 :生理学 ,2013徹底攻略国家験
過去問題集（はり師きゅう師用）,医道の日本社 ,
pp79-117, 2012.

2） 共著　中山登稔 :生理学 ,2013 徹底攻略国家試
験過去問題集（柔道整復師用）,医道の日本社 ,　
pp59-123, 2012.

3） 共著　中山登稔 :生理学 ,2013徹底攻略国家試
験過去問題集（あん摩マッサージ指圧師用）,医
道の日本社，pp85-126, 2012.
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